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北海道黒松内町・長万部町における金鉱山開発計画に関する要望書

現在、北海道黒松内町と長万部町にまたがる静狩金山跡の周辺地域において、オースト

ラリアのKin･GinExplorationを親会社とするJapeX(経済産業大臣が株式の34%を保有

するJAPEX石油資源開発株式会社と酷似した名称だが、無関係の事業主体であることに

注意）が鉱山開発のための試掘を行うと報道されています。試掘予定地は黒松内町を流れ

日本海に注ぐ朱太川水系の主要な源流部のひとつに位置していることから、 この試掘およ

びその後の鉱山開発計画に対して、日本魚類学会は、以下の理由により大変憂慮するもの

であり、当該計画に対して反対であることを表明いたします。

黒松内町は2012年、生物多様性基本法に基づく黒松内町生物多様性地域戦略を全国の

自治体に先駆けて策定しました。 さらに環境省は、同省がレッドリストで絶滅危倶IB類と

して評価したエゾホトケドジョウなどの生息により、2016年に流域の大部分が黒松内町に

含まれる朱太川を生物多様性の観点から重要度の高い「重要湿地」 として選定しました。

朱太川水系一帯には、 1928年に国の天然記念物に指定された我が国の北限のブナ林があり、

1965年に同じく国の天然記念物に指定されたクマゲラも生息しており、黒松内町はクマゲ

ラとブナをモチーフとしたシンボルマークを制定しています。朱太川水系には魚類の湖上

を妨げる河川横断構造物がほとんどなく、海と川を行き来する回遊魚であるサクラマス

（その陸封型個体のヤマメを含む）やアユを育む健全な生息環境が保全されています。特

に朱太川は、ヤマメの鮴に幼生が寄生することで個体群の再生産を維持する「種の保存法」

で特定第二種希少野生動植物種に指定され、 レッドリストで絶滅危倶IB類と評価されるカ

ワシンジュガイが多産することで知られます。カワシンジュガイの生存は、流域の瀬棚層

に豊富に含まれる貝化石が供給するカルシウム濃度の高い湧水にも支えられているとされ、

国内で珍しい硬水質の湧水の汲み上げ販売は黒松内町の主要産業にもなっています。また、

朱太川水系の止水域に生息するエゾホトケドジョウは、遺伝的に道内でも祖先的な特徴を

有するだけでなく、別種レベルの分化を遂げる独特な個体群であることから、朱太川水系

は、種の多様性のみならず生物地理学的にも重要な水域であることは論をまちません。 こ

のような希有な生物多様性と生息環境を守るために、例えば朱太川漁業協同組合は2013年

から道外産のアユの種苗放流を中止し、天然湖上するアユの人工授精による種苗放流に加

1




